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今、なぜ「地域デザイン」なのか?

～これからの土地の使い方を改めて考える理由～

❶大雨など災害リスクの増大

❷農地の荒廃や森林の手入れ不足

❸野生鳥獣被害の深刻化

❹失われてきた自然

本格的な人口減少社会において、これまでの土地
利用や管理を維持できなくなる地域が増加するこ
とや、気候変動の影響が災害リスクなどの形で日
常生活に及ぶことなどが懸念されています。

人口減少に伴う開発圧力の低下は、余裕を生み出
す機会でもあります。これまでとは違う発想で、
土地を新たにうまく利用したり、管理を続けてい
く取組によって、持続可能な地域づくりにつなが
る例も見られます。

❶水循環を活かし守る

❷荒廃農地の新たな利用

❸バイオマス資源として利用

❹防災と生態系保全の両立

例えば……こんなことをやっている例も

例えば……こんなこと起きていませんか

一方でチャンスでもあります

色々なことが起こります
いかす国土、
まもる国土、
つかう国土。

対象地のタイプ、きっかけや目的、内容など様々な事例を紹介

森林

⑥住民主体の将来土地利用計画の検討（兵庫県丹波市）

⑦綾の照葉樹林プロジェクトによる復元活動（宮崎県綾町）

⑧早生樹の苗木生産と荒廃農地等への植林（広島県）

⑨農業用水の多面的活用による地域づくり（三重県多気町）

⑩野生鳥獣被害対策を通じた新たなムラづくり（新潟県新発田市）

⑪牧草栽培に適さない土地への植林等（北海道浜中町）

⑫自然堤防の機能を守る海岸砂丘系の保全（北海道石狩市）

⑬協議会による治水計画の提案と合意形成（鳥取県米子市）

⑭グラウンドワークによる調整池の利活用（高知県日高村）

⑮先人の知恵を活かした「平成の命山」の整備（静岡県袋井市）

⑯希望の芝プロジェクト（宮城県東松島市）

４つの視点の効果を組み合わせて、
持続可能で魅力ある地域づくりに
つながることが重要です

国土管理

自然共生 防災･減災

地域づくり

国土管理における「複合的な効果をもたらす施策」や「選択的な国土利用の推進」に関する事例ガイド

「これからの時代の地域デザイン」
～いかす国土、まもる国土、つかう国土～

平成27年8月策定の新たな国土利用計画（全国計画）における「複合的な効果をもたらす施策」や
「選択的な国土利用の推進」の考え方について、参考となる取組事例とともに紹介しています。

●冊子をご希望の方は国土管理企画室
　（03-5253-8359）へお問い合わせ下さい
●国土交通省Webサイトからも
　ダウンロード可能です
http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/
         kokudoseisaku.html

①防災・減災を意識した計画的な森づくり（愛知県豊田市）

②地域住民の手で放置竹林、山林を再生（三重県多気町）

③タンチョウも飛来するまちづくり（北海道長沼町）

④野川の湧水保全と流域雨水管理（東京都野川流域自治体）

⑤「内陸のフロンティア」を拓く取組（静岡県）

写真提供：豊田市、多気町、静岡県
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